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Ⅰ は じ め に

乳房切断術後の予防照射､治安照射の多 くは電子級か使われているわけですが､皮層反応は､

超敏Ⅹ韻に比べ､かな り強 く現れます｡広範臨な放射性負塙の為の疾病､ さ らに真菌性肺炎を合

併した､重篤な患者に対して安静を保持する為の1考集として着物を=夫 してみましたo

且 患 者 紹 介

○川 Cに⊃子 45才 女性 主婦

〔疾患名 〕 左乳癌 皮 噛転移 真菌性肺炎

〔主 訴 〕 照射野疹痛 咳轍噂坊か多い 呼吸鎚難 食欲不振 不眠 掩怠感

〔性 格 〕 忍耐強い 遠慮洗い

〔萌病歴 〕

849.11 左乳房に瞳暦を自覚する0

850. 1.14 N病院を受診｡左乳癌と診断される｡

1.28 左乳房切断術並びに左舷窟 T)ン,,'節都清術施行

1.29 化学庶法 (FAL!T 5回 )

5.14 左鎖骨g l5nOOR-55回 TeもC三0
4. 6 傍胸骨 5800R 55匝IT;IeG60
4月中旬 土丁病院 を退院する｡

6月 手術創横に小豆大鹿壇を自覚する.

8.20-7.51 胸壁 6000R 42匝ETeJ｡C｡6¢

5. 8 左鎖骨下に発赤腫版.転移VCよるものと診断され､ N病院 よ り紹介 となり､電

子線照射 目的にて当院受診する0

8.28-9.22(前半外来にて )

T 胸壁､鎖骨上下嵩 550DR 26回 富子敵

皿 胸骨部 5500R 28回 電子禄

9.14 当科入院｡反応が強い為 t､止は中止となる.

9.25-10.24

m 左前胸部 4400R 51匝J 電子線

Ⅳ 左側胸部上 5500R 51回 電子線
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V 左側牌部下 5500R 51匝l 電子殻

lI 左上既外側 4400R 51回 電子線

Ⅶ 左上腕内側 440DR 51回 電子線

9.29 照射野外 に皮 顧転移の救いかある｡

10.28-11.18

Ⅹ 右舷窟 1250R 8回 電子静

Ⅶ 胸壁右上 500OR 22回 電子線

Ⅸ 胸壁正中 5000R 22回 電子線

E;50.1t5-11.20

Ⅹl右肢窟 2200R 16回 超酸 Ⅹ故
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tL2) 咳轍か多い｡ (副に響 く)

t.31遠慮をする

4.一般状態か悪化している｡

(1)血液状態か悪い｡

(27 食事か経口摂取できない｡

咳噺､食欲不振､噴気等の為

Ⅳ 看 護 計 画 (問題点(1)について )

健康の段階B 健康障害の急性期又は初期の人

上位目標へ

の優 先 匿

上位目標-

の 手 艮
具 体 的 夜 行 動

(日-1 ベット上排牡をさせる

-2 包交の際 体をささえる

左脱をささえる

着物を工夫する

-3 ネブライザーの介助

-4 洗面の介助

-5 食事の介助

-占 咳止めを授与する
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Ⅴ 実施 と評価

tの間島点の看護計画について行vlます｡

浸出液が多量にあり､2-SI可/1日 のガーゼ交換を必要とし､そのたびの着物の着脱 と､

左上肢が腫販している為､腕をぬくのに困難を枝し､安静を妨げるので､又背部にも別かあり右

側臥位をとらねばならない状態であり､次の着物が考えられた｡

(1) 名都 側 のたもとと脇をあける｡

しかし､ 創部は､胸部､腕なので､ス ソの方迄弱く必要はないので､tL')を考えたo

tt2雌 ､たもとのみ開閉自由にする｡腕の包交は､容易になったが､胸部の時は､前身ごろを全て開

くことにな り､不必要な露出がある為通当で夜かった｡

脚は､創部側の前身ころをh の辺で切 り､身ころ､iy2 とたもとを､ほどき､ひも又は-ジ

ヮクテープをつける｡

これだけでは､すき間ができ､寒いので､15cm巾の右半分に切った､下の前身とろにつけた｡

すき間もな くなり､暖かになった.

現在､患者は(.1虎 使用している｡

処置用タオルについて

疾病によるキシロカインスプレーの散布

頻 回なガーゼ交換のために安静か保てない,為､少しでも､夜出液を吸収させる為､タオルを使っ

た｡普通サイズのタオルを毎回 5枚づつオー トクレーブに出し､創部の消毒後､ガーゼを6-

12枚当てた上にタオル､その上に胸常で固定したo左上肢はガ-ゼの上から巻いてみた｡浸出

液は着物までしみる事な く､更衣回数 を疲らす事ができ安静につながった｡

Ⅵ ふ わ り に

着物の=夫､処置用タオルの使用により､患者さんも喜んで下さり､安静､苦痛の緩和は達放

されました｡

此軟的予後の良vlと言われている乳癌の患者の退院後の生活指導に､乳房切r断術後の放射線治療

による傷つ きやすい皮屯を保護 し､かつ美容上から､胸帯やブラジャーの=天等､今後 も追求 し

て行 きたいと思います｡

参考文献は略します｡
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